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A RO BOREENHL, SRES LCARNEECSVTHECEBRENEZVAIBOT A —LT1 VT EENLES, 20
BizFE. TEEGESBEFESKRY SR WBEHIBL, 70kDa#hs 3 v/ 2V U BOTAY 7+—LxT— RT3 200
ECBELEEGFER—DY 24— L TLVET, [RefSeqifit. 2008 7 B]HAE: Hsp70 Xty v ROV LiE#EL
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BOIGRRTF RET AV MEALES, FEHY a v/ ck> THEEShF A, FMEHR av I8 0BE70773 Y —
CEBLEY. ASSEEBTFERTRELET. |
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& N77 4 VEEE MFEEABORRABNFRE, 1. HSPT0 T/ ¥ O—F LUK
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NRZ77 1 VEEZy NEEAZORGESNFERE, 1. HSPT0 £/ ¥ O—F LK
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NRTT4 VBB Y AMBEZKORRESLFIE, 1. HSPT0 £/ 7 B —F LK
(3G10) % 1:200 IZHEIR (4°C. —#8) . 2.V TVEF MU L (pH6.0) ZAL\TH
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b NN ABEBOREERE, 1, HSPT0E/ / 0—F Uik (3G10) (75) % 1:200
AR (4°C. —#) . 2, Cy3EETRFUAZ 1:300 <FHR (ZiE. 509) . 3, [B:
DAPI (&) 104, ®A: 2—%v I, ®B: DAPI, ®C: A+B D&RL,

< AR O REEERE, 1, HSP70 £/ ¥ o—F Lk (3G10) (75) % 1:200
[SFER (4°C. —#) . 2, Cy3 B RNifAE 1:300 (<FHR (R, 50%) . 3, ¥B:
DAPI (&) 104, ®A: 2—%v I, [B: DAPI, ®C: A+B D&ERL.
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T v MEEBEOREERE, 1, HSP70 £/ 4 O—F bk (3G10) (7%) % 1:200
2B (4°C. —88) . 2 Cy3#EHRHA% 1:300 (/R (ZRE. 50%) . 3, ®B:
DAPI (5) 1093, ®A: 24—4v k., {B: DAPI, ®C: A+B D&EH.
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は70kDaの熱ショックタンパク質をコードしています。他の熱ショックタンパク質と連携して、このタンパク質は既存のタンパク質の凝集を抑制し、細胞質および細胞小器官において新たに翻訳されたタンパク質のフォールディングを媒介します。この遺伝子は、主要組織適合遺伝子複合体クラスIII領域に位置し、70kDa熱ショックタンパク質のアイソフォームをコードする2つの密接に関連した遺伝子と同一のクラスターを形成しています。[RefSeq提供、2008年7月],機能：Hsp70は他のシャペロンと連携して、既存のタンパク質の凝集を抑制し、細胞質および細胞小器官において新たに翻訳されたポリペプチドのフォールディングを媒介します。これらのシャペロンは、他のタンパク質の非ネイティブな構造を認識する能力を通じて、これらすべてのプロセスに関与しています。これらは、翻訳および膜移行中、またはストレス誘発性損傷後にポリペプチドによって露出された、正味の疎水性特性を持つ拡張ペプチドセグメントに結合します。,誘導:熱ショックによって誘導されません。,類似性:熱ショックタンパク質70ファミリーに属します。,組織特異性:精子細胞で発現します。,
	研究分野
	スプライソソーム;MAPK_ERK_Growth;MAPK_G_Protein;エンドサイトーシス;抗原の処理と提示;
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト子宮癌組織の免疫組織化学染色。1. HSP70モノクローナル抗体（3G10）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	パラフィン包埋ラット精巣組織の免疫組織化学染色。1. HSP70モノクローナル抗体（3G10）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	パラフィン包埋マウス肺組織の免疫組織化学染色。1. HSP70モノクローナル抗体（3G10）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	ヒト乳がん組織の免疫蛍光染色。1, HSP70モノクローナル抗体（3G10）（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	マウス肺組織の免疫蛍光染色。1, HSP70モノクローナル抗体（3G10）（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	ラット精巣組織の免疫蛍光染色。1, HSP70モノクローナル抗体（3G10）（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	1）Hela、2）マウス脳（1:2000希釈）のウエスタンブロット分析。
	

	抗体（左）とDAPI（右）を1:100に希釈したHelaのIF分析。
	

	1:500 に希釈したマウス mAb を使用した、パラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学分析。

